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呉地正行＋須川 恒（日本雁を保護する会）編

　この本は、ガンの一種シジュウカラガンが、絶滅の縁から
ふたたび日本の空によみがえることになった長い道のりの
物語とその記録である。
　「日本雁を保護する会」という小さな保護団体の歩みをま
とめた物語でもある。雁を保護する会がなぜ生まれ、日本の
雁類保護の問題にどうかかわってきたのか。国内の多くの
野鳥観察者とどのようにつながり、熱意ある自治体の人た
ちと連携し、国境を越えてガン類保護に熱意をもつ多くの
人たちと深いきずなで結ばれ、活動し、夢を実現してきたの
か。その成功事例が、この本が扱う「シジュウカラガン復活
物語」である。

強い思いが、道を拓く──これは私たちがシジュウ
カラガンの取り組みから学んだことだが、これは私たちから
読者のみなさんへのメッセージでもある。

「日本雁を保護する会」呉地正行
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